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１ 労働安全衛生法にもとづく職場作りを指導してください。 
（知教労）出退勤簿の形式がやっと市内全校で統一されたこ

とは評価したい。中教審の提言では，正確を期するた
めにタイムカードの導入を勧めている。半田市として，
タイムカードなどの導入はどうなっているのか。 

（教委）  まだ，予算化は考えていない。タイムカードや自
己申告にしろ，正確に記録することが重要だ。早く帰
ろうという教員の意識が大切だ。 

（知教労）教員の意識が大切なことは，私たちも感じる。そ
の意識をどう変えていくのかが問題だ。労働安全衛生
委員会を各学校で設けるなどの具体的策はどうか。 

（教委） 労働安全衛生委員会は，５０人以上の職場で開い
ている。その他の学校は，市の委員会に代表が参加し
ている。労安教育は大切だという認識はある。 

（知教労）県教委の「教員の多忙化解消プラン」では，平成
３０年度（来年度）中に８０時間以上の超過勤務者を
半数以下に減らすという計画を示している。具体的な
方策はあるのか。 

（教委） まだ，具体的な計画はない。市内全教職員を対象
にした意識調査から始めたい。 

（知教労）中教審の提言で，学校の電話を一定の時間留守番
機能にするなどの対応について挙げられている。市教
委としては考えないのか。 

（教委） 緊急事態に職員がいるのに電話に出なかった場合
など，問題になる可能性がある。校長会では話題にな
った。学校の照明が点いていて電話が掛からないこと
も誤解を招く恐れがある。努めて早く帰ってもらうよ
う働きかけている。 

（知教労）地域や父母に対して，多忙化解消の一環としての
取り組みであることを知らせていくことが大切だ。 

（知教労）出退勤簿の中に医師の問診を希望する人がいた。 
（教委）  今年度これまでで２名いた。きちんと受けていた

だいて，経過も見ている。 
（知教労）学校運営上，休憩時間が取りにくい現状がある。 
（教委） 法令上休憩時間を取らなければならない。校長に

取らせるようにしてもらうしかない。 
（知教労）取れない場合の対策を具体的に考えない限りこの

問題は解決できない。教育委員会として指導していく
しかない。 

（知教労）泊を伴う行事の割振りで，学校によって休憩時間
の取らせ方に差がある。遊園地やバス・電車内でも長
い時間の休憩の計上は不適切だ。 

２ 学校行事や事務などが職員の負担にならず，教員の自主
的な研修が保証できるようにしてください。 

（知教労）学校訪問を早い段階で予定の中に組み込むことに
よって，教員が単元と進度を予想して指導案を考える
ことは大変だ。また，学校行事に大きな影響を与えて
いる。いつ来ていただいて，見ていただいて良いので
普通に来ていただくようにはならないのか。 

（教委） １年に一度くらい指導案を書き，みんなで学びあ
うことも，より良い授業をする上で必要だ。 

（知教労）学校訪問のような行事で簡略化しないと多忙化解
消も難しい。 

（教委） 指導案集にわざわざインデックスを付けたりする
必要はない。簡略にしていくように各校に呼びかける
など，半田市として努力している。 

（知教労）授業をもっていない教頭や，ＴＴばかりの教・校
務など，一時はなくなっていたのに少しずつ増えてき
ている。教頭も当然児童・生徒とかかわるべきだし，
教・校務は専科教員として見合った時間をもつべきだ。 

（教委） 指導していきたい。 
（知教労）国語や図工・美術の作品応募が多すぎる。 
（教委） 学校の方で，選択していただければよい。 
（知教労）なかなか言えない人もいるのではないか。教育委

員会の方で，広報のみの募集にするなどの対応に切り
替えていくべきだ。市の作品募集も今年は９月１日に
締め切りがあるなど，学校での選定の時間がとりにく
い。総務課にそのことを言えば済むことだ。 

３ 部活動の適切な運営について 
（知教労）部活動による多忙化が一番大きな問題だ。 
（教委） 半田市では，かつてスポーツクラブに踏み切った

が，うまくいかなかった経験もある。しかし，外部講
師に補助していただくことは解決の一つの糸口だ。 

（知教労）今年度は，半田市としても部活動の運営のガイド
ラインを出していただいた。大府市では，期間限定で
朝部活の廃止を打ち出している。半田市として次のア
クションはあるのか。 

（教委） 初めに多忙化のところでも出たが，意識調査に取
り組むことが大切だ。保護者の考えも聞きたい。 

（知教労）中学校の部活動について，生徒が部活動に参加し
ない（入部しない）選択肢や，教員が部活動を指導し
ない選択肢を作っていくべきだ。 

４ 教育諸条件の充実を求めていってください。 
（知教労）中１と小２までの３５人学級を他学年に広げてい

くように努力してほしい。 
（教委） 教育委員会としても同じ考えだ。市長会や教育長

会で国及び県に強く要望していく。 
（知教労）半田市は人的支援を積極的に進めていただいてい

ているように思っている。 
（教委） 半田市としては積極的に進めている。生活支援員

は昨年度までの計画で，１８校に１校３人，計５４
人を導入した。今年は，スクールソーシャルワーカ
ーとカウンセラーを１名ずつ増員した。 

（知教労）中教審の提言の中で，教員の事務的負担軽減が示
された。給食費等事務担当の加配を入れる予定はな
いのか。 

（教委） 今のところは人件費の増額は考えられない。 
（知教労）財源は変わらないという言い方をこれまでも聞い

てきたが，政府からの働き方改革が出ている今は，
そのことについて（市議会に）予算を計上する良い
機会ではないか。 

（知教労）地域の行事やボランティアに小・中学生を安易に
参加させることによる担当教員の休日出勤や仕事量
の増大が考えられる。 

（教委） 半田市として学校運営支援協議会の設置に取り組
んでいる。これは，地域の人たちに積極的にボラン
ティアに入っていただくとともに，その人々の中で
コーディネーターとしての役割もしていただく考え
だ。学校側の負担を軽減していくつもりだ。 

（知教労）エアコンの導入については。 
（教委） エアコンについては，まず保育園から始め，次に

幼稚園，その後に小・中学校になっていく。はっきり
したことは言いにくいが，小・中学生への予算化は，
順次計画的に実施していく。 

４ その他 
（知教労）パワーハラスメントについて常に情報を集め，対

応していくべきだ。 
（教委） そのように考えている。 
（知教労）他市町を含む具体的な事例について説明し，対応

を求めた。 


